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★スカウト章〈スカウトショウ：Scout Mark〉
全体の形は世界各国ほとんど同一で百合の花（愛）を表し、3
つの花びらは 3 つの「ちかい」を示し、まん中の花びらは北を
示すコンパス（人生の進むべき方角）、下の帯はスカウトの笑
う口もと、紐の結び目は日日の善行、2 つの星は「真理」と「知
識」を示し、また輝いたスカウトの眼を表現し、さらに星その
ものを表しスカウトの野外生活をも意味している。まん中の鏡
は英知と反省を表し、また日本の国を表している。百合の花び
らを結んだバンドは、世界のスカウトの友情を表している。
スカウト章は商標登録されており、スカウト章を付した製品を
製作する場合は、その使用目的、品名、意匠、数量等を明記した申請書を日本連盟
に提出しなければならない。スカウト章の使用許可後、仕入れ単価の 7 パーセント
を日本連盟に納入することになっている。また、世界スカウト章については仕入れ
単価の 10 パーセントを日本連盟を経由して世界スカウト事務局に納入する。

★スカウト杖〈スカウトジョウ：Scout Stick〉
イギリスでは、正装につきものであった。ネッカチーフと同様、スカウトの特長であっ
た。ロープを常に腰に下げるのと同様、「そなえよつねに」を表しており、救急用、ゲー
ム用、計測用とし、常時ナイフを下げないのと同じで、常時携行するものではなかっ
た。現在これを常用していないのは、アメリカ流儀の影響である。
長さは鼻までの高さの棒で、それには長さの目盛りを刻みつける。指導者は先が二
又になっているサムスティックまたは普通のステッキを左手にもっていた。
初期の日本のボーイスカウトは「団杖（だんじょう）」と呼ばれる杖をもっていた。
これは長さが 4 尺の八角棒で 1 尺毎に目盛りをつけ、最上部の 1 尺の部分には 1 寸
毎の目盛りがあった。

★スカウトショップ〈Scout Shop〉
ボーイスカウト用品販売店、ボーイスカウト需品部のこと。

★スカウト生活〈スカウトセイカツ：Scout Participation〉
スカウトに求められ期待される生活。
班（組）や隊の集会、ハイキング、キャンプ、奉仕活動に積極的に参加し、家庭、学校、隊、
教会やお寺、近隣社会で役に立つこと。自分や他人の所有物、公共の施設や天然の
資源を大切にすること。倹約し貯金をすること。基盤は「ちかい」・「おきて」の実
践である。

★スカウト精神〈スカウトセイシン：Scout Spirit〉
日常生活における「ちかい」・「おきて」の実践を通じて、スカウトであることの自
覚を持ちベストを尽くそうと努力する心構えやモットー（そなえよつねに），スロー
ガン（日日の善行）を実践する精神。
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